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北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業報告会資料

北海道ＰＣＢ廃棄物
処理事業の現況について

平成25年4月24日
日本環境安全事業株式会社

北海道事業所

資料 １
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北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業の歩み

平成15年４月１日 環境事業団北海道事業所開所（輪西町）

平成16年４月１日 日本環境安全事業㈱が旧環境事業団のＰＣＢ廃棄物処理事業を承継

平成16年６月30日 事業基本計画が環境省から認可

平成17年11月７日 北海道及び室蘭市と環境保全協定を締結

平成18年３月28日 当初施設起工式開催

平成19年10月19日 ＰＣＢ廃棄物処理情報センター開所式

平成20年５月21日 操業開始

平成20年７月７日 道外廃棄物の初受入（ＪＲ貨物）

平成20年10月22日 総合防災訓練（毎年実施）

平成20年10月24日 道外廃棄物の初受入（フェリー）

平成22年４月１日 新たな「通報連絡公表の取り扱い」を３者で制定

平成23年３月11日 ＩＳＯ１４００１認証取得

平成23年12月８日 増設施設現場着工

平成25年１月 増設施設試運転開始（～25年７月末予定）
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北海道PCB廃棄物処理施設の概要

• 処理施設設置工事 ； 新日鉄エンジ・日鋼・神鋼環境異工種建設工事共同企業体

• 処理施設新築工事 ； 清水・大成・鹿島特定建設工事共同企業体

• 処理施設屋外施設建設工事 ； 北興・草塩・勝田経常建設共同企業体

• 情報処理センター新築工事 ； 藤川建設株式会社

所在地 敷地面積 建 物 事業対象

地 域

処理能力及

び処理方式

処理期間

室蘭市

仲町 約40,000㎡

(鉄骨造地上4階建一部
3階建)
建築面積：約11,000㎡

延床面積：約25,500㎡

高 さ：約30m

北海道及び

東北・北関
東・甲信越・
北陸15県

1.8ﾄﾝ/日
(PCB分解量)

脱塩素化

分解方式

平成20年 5月

～

平成27年 3月

見直し中
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高圧コンデンサ

高圧トランス

反応槽

碍子

ケース

鉄・銅等

銅線

紙・木

紙・木等

抽出油

廃アルカリ

抜油 解体 洗浄 卒業判定

副反応槽

ＰＣＢ油

Ｐ
Ｃ
Ｂ
油

イソプロピルアルコール

脱塩素剤

廃アルカリ

抽出油

非含浸性部材

含浸性部材

真空超音波洗浄

攪拌洗浄

真空加熱分離

脱塩素剤

前処理

液処理

ＰＣＢ廃棄物の処理の流れ
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イソプロピル
アルコール
（水素供与体）

脱塩素剤
（ＳＤ）

希釈溶剤
（絶縁油）

水
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水
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水和水槽

処理済油

廃アルカリ

産業廃棄物処理

リサイクル
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反応槽

ＳＤ：金属ナトリウムを微粒子にして
絶縁油中に混合させ、
取扱いの安全性を高めたもの

ＰＣＢ

Cl

Cl

Cl

Cl

H

H

H

H

H

H

副反応槽

ＰＣＢ + ﾅﾄﾘｳﾑ → ﾋﾞﾌｪﾆﾙ＋塩化ﾅﾄﾘｳﾑ

Ｈ２Ｏ → ＯＨ－ ＋ Ｈ＋

水酸基 水素水

液処理フロー（脱塩素化分解方式）

H

H

H
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その他関連会社

・(株)神綱環境ソリューション室蘭SD製造所
（7名）

・住所 室蘭市崎守町

・落成 平成19年7月19日

運 転 会 社

・室蘭環境プラントサービス株式会社（242名）
・出資 日鋼、新日鉄エンジ、神鋼環境

（割合51:35:14）
・住所 室蘭市仲町
・設立 平成18年7月7日

JESCO北海道事業所（51名）

・総務課・安全対策課・運転管理課・営業課

・住所 室蘭市仲町

・操業 平成20年5月21日

北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業の実施体制
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搬入・受入・検査
抜油・解体設備

洗浄設備

液処理設備

PCB廃棄物は、
直接処理棟内に搬入

排
気
処
理
装
置

遮蔽フード

遮蔽フード

管理レベルに応じた
負圧管理を行い、
空気の流れを管理

排気処理設備

負圧管理

負 圧

負 圧

負 圧

窒素等の排気

窒素等の排気

遮蔽フード
排気

防油堤

不浸透性床

設備・配管からの漏洩防止

↓

オイルパン

↓

防油堤及び不浸透性床
（又は遮蔽フード床）

多重の地下浸透防止

排気
活
性
炭

活
性
炭

遮蔽フード床
（二重構造）

オイルパン

排気は排気処理設備で
処理した上、さらに、
セーフティネットとして
活性炭を通過

オンライン・オフラインの
モニタリングでチェックし
た後、排気する。

排気モニタリング

多重の安全対策について

OLM
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設定震度を超える場合：施設の緊急全停止及び異常点検
設定震度以下の場合：対応マニュアルに従い、設備の点検

防火設備：防爆仕様、防火区画
消火設備：自動火災報知器、粉末消火設備

無停電電源装置及び非常用発電機による停電時の安全確保

用水確保が困難な場合、自動的に施設を安全停止

自動停止：制御装置による運転自動停止
手動停止：緊急停止スイッチによる運転手動停止

火災

停電

断水

事故

地震

・マニュアルなどによる対応方策の明確化
・関係者の緊急連絡体制の整備
・専門家から助言などを受ける支援体制の整備

様々な緊急時を具体的に想定

台風・豪雨時：浸水防止対策を考慮した施設浸水

緊急時における対応方策
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災害発生時の対応
環境保全協定書

（道・市・ＪＥＳＣＯ）

・通常作業班による初期対応

・所長指示による

自衛防災隊設置

・対策本部長（所長）による

避難指示

・関係機関への通報連絡

・プレス公表、ホームページ掲
載

・PCB処理情報センター供覧

（住民への周知）

通報連絡及び公表の取扱

緊急時対応マニュアル

地域への周知

初期対応
状況確認
緊急停止

漏洩系統遮断
初期消火等

　　　対応方針の決定
　　　災害状況把握
　　　通報連絡・広報
　　　状況の記録
　　　技術情報の収集

　　　漏洩拡大防止
　　　負傷者救助
　　　排気・排水のＰＣＢ
　　　　等のサンプリング

中央制御室
（保安体制）
全館放送

設備停止確認
（感震計自動停止）

状況の調査確認
モニタリング結果確認
現場保存（立入禁止措置）
報告とりまとめ

消防署
警察署
海上保安部
労基署

　災害発生

自
衛
防

災
隊
の
設
置
と

防
災
活
動

環境省
所長

（防災管理者）

通報

JESCO本社
事故対策本部設置
(本部長：社長）

北海道
胆振総合振興局

室蘭市

住
民

プ
レ
ス

発
表

指示・勧告

公表

公表
外部機関
（分析）

消防隊

対策本部・指揮本部

連絡

報告

連携

H
P
掲

載

9
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環境保全協定(道・市及びＪＥＳＣＯ)

○平成17年11月7日に３者協定を締結
○北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業の安全性と環境保全を
確保しつつ確実に推進

○環境影響の把握等（モニタリング）

○排出管理目標値の設定

○報告徴取及び立入検査並びに監視円卓会議の立入
要請への協力
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施設内情報公開設備

信頼され安心感のある安全な施設

施設外情報公開

機器トラブルを含めPCB廃棄物処理に関わる
各種情報を情報センター内、便り、ホームページに公表します。

プレゼンテーションルーム

施設概要，処理の安全性
などの情報について，分かり
やすく紹介します。

情報公開ルーム

リアルタイムで各工程の
運転状況，モニタリングの
状況などを表示します。

見学ルート

主要な工程を安全に見学
できるよう計画しています。

情報公開型施設と運営

PCB処理情報センター処理施設

円卓会議（住民
等代表）

事業報告会（一般）

広域会議
（行政担当）

公
開
会
議
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ＪＥＳＣＯ北海道事業所への搬入

収集運搬事業者の要件

・ＰＣＢ廃棄物に係る特別管理産業廃棄物収集運搬業の許可を得ていること。

・国が定めるPCB廃棄物収集・運搬ガイドラインを遵守できること。

・ＪＥＳＣＯ北海道事業所の入門許可を受けていること。

入門許可の条件

・体制・・・・安全管理体制の構築 ・装備類・・・・運搬容器、ＧＰＳシステム

・教育・訓練・・・・収集運搬講習会、技能訓練 ・保険・・・・損害賠償保険への加入

保管事業者（保管場所） 処理施設（ＪＥＳＣＯ）

収集運搬事業者

漏れ防止型金属容器

運搬車輌
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

トランス類の処理台数の推移

台 小点検
2/20～3/4

定期点検
9/1～9/30

小点検
２/20～３/６

北海道事業所の処理実績 《トランス類》

（試運転を含む） 操業開始 H20.5.21

◆トランス類
平成２０年度（試運転含む） １７６台

平成２１年度 ３８１台

平成２２年度 ６１１台

平成２３年度 ７０１台

平成２４年度 ６８３台

累 計 ２,５５２台

(3/31時点 登録台数 ４，１４１台）

トランス類の処理状況

処理台
数
61.6%

未処理
台数
38.4%
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北海道事業所の処理実績 《コンデンサ類》

（試運転を含む） 操業開始 H20.5.21
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

コンデンサ類の処理台数の推移

台
定期点検
9/1～9/30

小点検
2/20～3/4

小点検
2/20～3/6

◆コンデンサ類
平成２０年度（試運転含む） ２，３４０台

平成２１年度 ５，０６８台

平成２２年度 ６，５９１台

平成２３年度 ６，６９５台

平成２４年度 ７，２８７台

累 計 ２７，９８１台

(3/31時点 登録台数 ５６，４５２台）

コンデンサ類の処理状況

未処理
台数
50.4%

処理台
数
49.6%
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室蘭市における受入台数の状況

平成25年3月末

注）登録台数は平成25年3月末現在

トランス類 コンデンサ類

登録 受入 割合 登録 受入 割合

（台） （台） （％） （台） （台） （％）

全体 4,141 2,561 61.8% 56,452 28,327 50.2%

道内 564 475 84.2% 7,299 6,599 90.4%

室蘭市内 21 18 85.7% 216 185 85.6%
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教育訓練・４Ｓ活動等

• SD消火訓練

• 安全パトロール 遮蔽フード内週間清掃• 環境安全教育

• 総合防災訓練
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北海道PCB廃棄物処理施設設置工事（増設）について

日本環境安全事業株式会社 北海道事業所
平成25年4月
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これまでの経緯

平成22年12月 2日 入札

平成22年12月 3日 設計業務契約締結

平成23年 6月 7日 施工業務契約締結

平成23年 7月 1日 建築基準法 建築確認申請提出

平成23年 7月25日 廃掃法 設置許可申請書提出

平成23年11月25日 廃掃法 設置許可証受領

平成23年12月 7日 起工式

平成23年12月 8日 現場工事 着工

平成25年 1月 試運転開始

平成25年 8月 処理業の変更許可（予定）

平成25年 9月 操業開始（予定）
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処理対象物

①PCB汚染物等：約1,910ｔ
安定器(1,688t）、感圧複写紙（157t)、
小型電気機器（71t）、ウエス、汚泥ほか

②運転廃棄物：廃活性炭、防護服、保温材等

③撤去廃棄物：コンクリート殻、金属配管、機器等

安定器 感圧複写紙
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処理対象物
（主なもの）

感圧複写紙

安定器

運転廃棄物

ＰＣＢ汚染物等

ＰＣＢ汚染物等
・小型電気機器
・安定器
・感圧複写紙
・ウエス
・汚泥等
・運転廃棄物

詰替

検査・秤量

前処理設備

固体 気体

増設処理施設

：オンラインモニタリング

アンモニア
活性炭
中和剤

減温水 冷却
空気

活性炭
中和剤

●

プラズマ２系

当初処理施設

・トランス解体
・コンデンサ解体
・溶剤洗浄
・溶剤蒸留
・真空加熱炉

・液処理

運転廃棄物

小型電気機器

活性炭吸着塔

触媒反応塔

アンモニア

大気

活性炭
中和剤

減温水
冷却
空気プラズマ１系

活性炭
中和剤

プラズマ溶融分解炉

プラズマ溶融分解工程 排気処理工程

●

固形物

重金属
不溶化処理

固化物

スラグ

スラグ 冷却

トランス類、整流器
車載型主変圧器
コンデンサ類

塩基度
調整剤

恒温チャンバ

減温塔

Ｎo.１バグフィルタ

Ｎo.２バグフィルタ

大気

●

処理工程フロー



2115,000℃以上のプラズマを照射しドラム缶又は

ペール缶ごとに溶解しPCBを分解する。

空冷後のスラグ

プラズマ溶融分解炉

ドラム缶に入った安定器

排気処理設備
冷却水

プラズマガス

電源装置

プラズマ制御盤

排気

ペール缶
投入装置

スラグ

装置内部は
負圧を維持 プラズマ

トーチ
（１基）

局

排

ドラム缶

溶融浴
1400℃以上

オンライン
分析計

PCB,NOx,SOx,HCl,
CO,O2,ばいじん

炉内溶解状況

プラズマ溶融分解炉 概略図
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建物概要

• 構造：鉄骨造

• 階数：6階建て
• 高さ：約34m
• 建築面積：約5,420㎡
• 延床面積：約17,100㎡
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試運転計画

試運転項目 試験の種類 概 要

機器調整運転 － 機器のシーケンス（※１）、インターロッ
ク（※２）等の調整確認。

非ＰＣＢ廃棄物負
荷試運転

総合調整試験 非ＰＣＢ汚染物等を使用した設備毎の機能
確認。

予備性能試験：
プラント全体機能確認試験Ⅰ

非ＰＣＢ汚染物等を使用したプラントの能
力及び機能の確認。

予備性能試験：
緊急停止機能試験

非ＰＣＢ汚染物等を使用した緊急停止機能
の確認。

ＰＣＢ廃棄物負荷
試運転

予備性能試験：
プラント全体機能確認試験Ⅱ

代表的なＰＣＢ汚染物等を使用した各プラ
ントの性能及び機能の確認。

処理対象物の種類に応じた前処理、プラズ
マ溶融、固形物搬送・処理の運転条件及び
性能の確認。
卒業判定方法及び施設内分析体制の確立。

引渡性能試験 代表的な処理対象物を用いて、操業時のタ
イムチャートに基づく一連の継続的な運転
により性能保証事項がすべて満足されてい
ることを確認。

※１シーケンス ：決められた順序や手続きに沿って機器の動作を行うように組まれたプログラム
※２インターロック：ある動作を行う時に決められた条件が揃って初めて動作が可能となるようなプログラム
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
主要官庁検
査等

工事機器調
整工程

試運転主要
工程

発注仕様書
に基づく各
試験工程

運転会社訓
練

機器調整

非ＰＣＢ廃棄物（模擬試験物）負荷試運転

ＰＣＢ廃棄物負荷試運転

用役設備機器
総合調整試験

施設全体での
総合調整試験 予備性能試験 引渡性能試験

プラント全体機能確認試験Ⅰ

プラント全体機能確認試験Ⅱ

緊急停止機能試験

▼受電

▼クレーン落成検査

▼消防完成検査 ▼使用前検査申請

使用前検査▼

処分業許可変更申請▼
処分業許可▼

JVからの教育、指導、操作説明など（平成24年10月から実施）
習熟運転

試運転工程


